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  １．14年  3月期通期業績予想数値の修正（平成 13年 4月 1日 ～ 平成 14年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成13年11月26日発表）
30,200 20 △ 150

今回修正予想(Ｂ) 30,455 △ 146 △ 1,490

増減額(Ｂ－Ａ) 255 △ 166 △ 1,340

増減率 0.8

前期（平成13年  3月期）実績 30,928 75 △ 152

                                 業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 13年 11月 26日の中間決算発表時に公表した平成14年3月期(平

成13年4月1日～平成14年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた

します。

２．修正の理由

（１）価格競争が強まるなか、出店過剰による競争は業態をこえて激化いたしておりま
      す。
      又、ＢＳＥ（牛海綿状脳症、狂牛病）の発生、産地、品質表示等の混乱の影響か
      ら、売上高の伸び悩み、売上粗利益率の低下で、売上総利益が大きく減少し、
      更に下記(２)の特別損失が発生したため、業績予想を下記のとおり修正いたし
      ます。
      売上高は、255百万円（0.8％増）増加し、30,455百万円（前年同期比1.5%減
      △472百万円）に、経営利益は20百万円の黒字予想から→△146百万円の赤字に、
      当期純利益は、△150百万円の赤字予想から→△1,490百万円の赤字に修正いた
      します。
      特に特別損失の処理につきましては、次期の｢Ｖ字型回復｣を図るため、次年度
      に課題を残さないよう一括処理したものであります。

（２）特別損失
      店舗の改装及び閉店による固定資産除却損　　　    　  251百万円
      退店等損失引当繰入額　　　　　　　　　　　　 　     112
      投資有価証券の評価損及び売却損                       66
      過年度開発費償却　　　　　　　　　　　　　　   　   113
      役員退職金の規定変更による過年度債務引当  　　　　   81
      その他店舗の解体撤去費用他　　　　　　　　　  　     69
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  小計    694
      法人税調整額の負担（繰延税金資産の取崩）            649
                                                    計　1,343

                                                 　　　　　　　　 以　上


